



































形文化財に指定された 2）。同様に 2012 年には、














































ブームと、1939（昭和 14）から 1941（昭和 16）
年にかけての第二次建設ブームがあり、とくに後






























































































東京では、1932（昭和 7）年 9 月に隅田公園に
設置されたのが最初である（『朝日新聞』1932 年
9 月 20 日、『読売新聞』1932 年 9 月 20 日）。なお、
これからおよそ 4 年後の『朝日新聞』には、この
隅田公園のラヂオ塔の下に捨て子があったという
























































































































いた。すなわち、8 月 13 日から 10 日間、全島各
地 432 か所で開催され、参加延べ人員は約 200 万
人に上った。台北新公園のラヂオ塔は、さっそく
その拠点としても用いられたのである（放送文化
研究所 20 世紀放送史編集室 1998: 34; 井川 2018）
その後、このラヂオ塔が実際にどのように利用
されているのかを示す資料は少ない。だが、『台


































































































































































































































































3） 台湾放送協会では、1932（昭和 7）年 6 月 15 日か
ら広告放送が試験的に実施されたが、6ヶ月間で終
了した（放送文化研究所 20 世紀放送史編集室 
1998: 28）。
4） なお、日本マス・コミュニケーション学会第 37 期
8 回放送研究部会企画研究会「モノから考える戦前
戦後のローカル放送史　―ラジオ塔、テレビ塔、










協会、1934 年 9 月）にも転載されている。
























































































本研究にあたってはJSPS科研費 JP 19K02141 の助成
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